
２．これまでの振り返り
と事例紹介

◆取り組みの振り返り

◆これまでの整理

◆今後の取り組みの方向性

1



取り組みの振り返り
◆フィールドワークの開催報告
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これまでの取り組み
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令和元年度
現状の整理

令和２年度
具体的な課題、テーマ別検討
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■日時：令和２年12月６日（日）
午後１時30分〜４時30分

■参加者：７名

道路・交通

フィールドワーク 於：太子堂小学校体育館
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■日時：令和２年12月19日（土）
午後１時30分〜４時30分

■参加者：７名

防災

フィールドワーク 於：太子堂小学校体育館
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資料２参照フィールドワーク 於：太子堂小学校体育館



これまでの整理
◆現状と意見
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現状と意見
①防災

②道路・交通

③住環境

④地区の資源
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①防災
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出典：地震に関する地域危険度測定調査（H30/ 東京都）

危険性 高い低い

火災危険度図

 災害リスク（火災・震災）を抱えている

区内で最も危険度の高い
ランク４

現状

・密集地である

・耐火性の低い建物や古い建物が多い
・狭い道路が多い
・空地が少ない

建物棟数密度（棟/ha）

太子堂五丁目 77.6

若林二丁目 70.1

区全体 45.1

区内最高

 防災活動が活発である

出典：若林町会紹介パンフレット（若林町会HP）
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意見

期待

・建替えによって防災性が向上し
ている

懸念
・防災性への不安
・火災による延焼への不安

・地震時の建物、電柱、塀等の倒
壊に対する不安
・水害に対する不安
・ライフラインへの影響への不安
・緊急車両の通行の確保

・避難所・避難場所・避難路の確
保

災害リスクを抱えている

現状 課題等

火災（延焼遅延）
・道路周辺での空間確保
⇔拡幅ではなく、空間確保が良い
・土地や建物の使い方の改善

震災（倒壊）
・建物や電柱等の対策
・ブロック塀、石塀、万年塀の対策

水害
・豪雨時の浸水対策

道路・空地
・緊急車両の通行できる道路の確保
・行き止まり路の二方向避難の確保
・広場・公園の確保
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意見

期待
・防災活動の活発さ

・緊急時の地域のつながりや活
動

懸念

・災害関連情報が適切に受けと
れるか

防災活動が活発である

・火災発生時に迅速に消火活動ができ
る環境づくり
・震災時の近所の人と共助
・震災時の高齢者を支援

現状 課題等



②道路・交通
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地区内の道路は狭く、不整形

14

４ｍ未満

出典：世田谷区土地利用現況調査（H28）

４～６ｍ ６～８ｍ

１２ｍ以上

道路幅員現況図

８～１２ｍ

 交通利便性が高い
 狭く、不整形な道路や私道、行き止まり路が多い

現状

幹線道路が整備済み
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意見

期待
・交通利便性が高い

懸念

・環状七号線の信号や横断が不
便だ

交通利便性が高い

現状 課題等

・交通利便性のさらなる向上
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意見

期待
・道路の狭さに困っていない
（交通量、スピード、子どもの遊び場）
懸念
・通行しづらい（車・歩行者）
・通過交通の迷い込み

狭く、不整形な道路や私道、行き止まり路が多い

・狭いままで良い⇔狭さを改善したい
⇔改善したいが難しい

⇔改善による通過交通の増加や車
のスピードが心配

⇔現状を維持しつつ、安全面や緊
急時への対応は行う

道
路
の
狭
さ

懸念
・接続の悪さが気になる
（不便、救急車、私道、行き止まり）
・通行しづらい

（障害物、坂道、階段、路面、不十分な
セットバック、放置自転車）
・交通安全性への懸念
（抜け道利用、車や自転車のスピード）
・周辺への影響（車の騒音・振動・排気）

・部分的な改善による通行のしやすさ
や見通しの確保（クランクや塀など）

現状 課題等

通
行
環
境
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意見

懸念
・安全性が心配

（生活道路を抜け道に利用し
たり、スピードを出して通行
する車や自転車）
・歩行マナーが悪い
（路上喫煙、スケートボード）
・自転車マナーが悪い
（茶沢通り、駐輪等）
・交通規制が気になる
（茶沢通りの歩行者天国）

狭く、不整形な道路や私道、行き止まり路が多い

・通過交通、スピードの抑制
（狭い道、茶沢通りの歩行者天国等）
・自転車・歩行者マナーの向上
（路上喫煙、放置自転車等）

道路づくりの考え方

・将来の高齢化、道路需要等などを
見据えた検討
・まちのなりたちの考慮
・世代による考え方の違いを考慮

・できることを短期・中期・長期で考え
る
・ソフト面でできることも考える

交
通
マ
ナ
ー
・ル
ー
ル

現状 課題等



③住環境
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地区の東側には
商店街がある

三軒茶屋駅にも近い
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出典：世田谷区土地利用現況調査（H28）
補足：
「住宅率」は、地区全体の敷地面積（道路用地を除く）に

対する専用独立住宅と集合住宅の合計の割合
「空地率」は、地区面積に対する幅員６ｍ以上の道路や

⼀定規模以上の公園・広場等の⾯積の割合をさ
す。

「みどり率」は、緑が地表を覆う部分に公園区域・水面を
加えた面積が地域全体に占める割合をさす。

住宅率 空地率 みどり率

太子堂五丁目 74％ 7％ 11.8％

若林二丁目 82％ 6％ 13.3％

区全体 61% 21％ 25.2％

 生活利便性が高い住宅地
 密集地である

現状
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意見

期待
・閑静で立地が良い
・治安が良い

・茶沢通りを中心とした商店街が
良い
・施設がそろっている
懸念
・夜道が暗くて怖い
・騒音が気になる

・不審者の増加等による治安悪
化が心配

・若者や住民のマナーが気にな
る
・住民が高齢化している
・淡島通り等に店舗が少ない
・公共施設や娯楽施設等がない

生活利便性が高い住宅地

現状 課題等

・安全で快適な住宅地にしたい
・治安の維持
・ゴミ出し等の生活マナーの向上
・住宅地内の草木やごみ等の管理
・茶沢通りや淡島通りの賑わいづくり
・生活利便性の向上（施設等）
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意見

期待

・建替えが進み、住環境がよくなってい
る
懸念

・防災・衛生・景観面の悪化、住
民の高齢化、街の魅力低下等
・未接道敷地の危険性がある

・管理が不十分な敷地が気にな
る
・緑が少ない
・公園や広場・空地のなさ
・建替えに際して障害がある

（資金や年齢、敷地条件、権利
関係等）
・建築時に周辺への配慮がない
・敷地の細分化が心配

密集地である

現状 課題等

・建物更新を進める
・緑を増やす
・建て詰まりの抑制
・周辺に配慮した建物の誘導
・空き家への対策

環
境

建
替
え



④地区の資源
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烏山川緑道

 地域で愛される資源がある
 高低差のある地形や住宅地を背景にした街並みがある
 地域に根差した活動や行事が行われている

現状

太子堂八幡神社

若林稲荷神社
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意見

期待

・太子堂八幡神社や若林稲荷神社、烏
山川緑等は緑・オープンスペースがあ
り、・管理が良い
懸念

・太子堂八幡神社や若林稲荷神社、烏
山川緑等について管理が行き届いてい
ないところがある

地域で愛される資源がある
現状 課題等

・烏山川緑道などの活用

・公園や烏山川緑道の適切な管
理
・公園・広場・空間の確保
（子どもの遊び場や休憩等）

高低差のある地形や住宅地を背景にした街並みがある

期待
・眺望や昔ながらの風情がある
懸念
・昔の面影がなくなった
・眺望が阻害されている（建物・電線）
・特徴がない

現状 課題等

・街並みの改善
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意見

期待
・地域活動が活発だ（防災等）

・太子堂八幡神社や若林稲荷神
社の行事がよい

・人間関係が良好で、地域行事
が多く交流しやすい
懸念

・地域活動への関わり方が分か
らない

地域に根差した活動や行事が行われている

現状 課題等

・地域活動・交流の活性化
・地域活動に関する情報の周知・提供

・居住歴など街への思いが異なる生活
者各々の視点でできることを考える

・新たな住民の地区への愛着を高めた
り、地区に巻き込む



意見・課題図
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資料４参照



今後の取り組みの
方向性
◆地区の街づくりについて
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地区の街づくりとは 住民が中心となり、地域の個性を生かしつつ、
より住みやすい街にしていくための取り組み
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区全体で共通した基準によるルールが定められて
います（都市計画）

広域的な視点から

※上記以外に緑化地域の指定があります

（例）若林三・四丁目

現状
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地区の実情にあった、よりきめ
細かいルールが定められる

出典：若林三・四丁目地区防災街区整備地区地区計画パンフレット

（例）若林三・四丁目

地区特定のルールを入れると
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地区の街づくりを進めるための手法
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「地区の街づくりを」
進めませんか？

この地区の課題解決に向けて

地区の皆さんをはじめ関係する人々の協力を得ながら
計画的に取り組みを進めることが必要です

防災
道路・
交通

住環境
地域の
資源
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地区の街づくりを進める上で大事なこと

主役は地区のみなさんです



現状の整理

将来像や方向性の検討

今後の検討の進め方

36

令和元年度

令和２年度

令和３年度
～

整備の方向性やルールの内容の検討

地区計画・地区街づくり計画たたき台作成

地区計画・地区街づくり計画素案、原案、案作成

都市計画決定・告示

今は
ここ


